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本論文は、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (1756-
91)作曲《イドメネオ Idomeneo》K366 (1781)を中心に、《イドメネオ》以前のイタリアオペ
ラの６作品と、モーツァルトと同年代あるいはそれ以前の作曲家であるアレッサンドロ・
スカルラッティ Alessandro Scarlatti（1660-1725）、ニコロ・ヨンメッリ Niccolò Jommelli(1714-
1774)、ニコロ・ヴィート・ピッチンニ Niccolò Vito Piccinni(1728-1800)、ジョヴァンニ・パ
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The Position and Effect of the Recitativo Accompagnato  





 This thesis focuses on "Idomeneo" K366 (1781) by Wolfgang Amadeus Mozart (1756-
1791) and six other Italian operas before "Idomeneo," as well as works by composers of 
the same ege or earlier, such as Alessandro Scarlatti (1660-1725), Niccolò Jommelli 
(1714-1774), Niccolò Vito Piccinni (1728-1800), Giovanni Paisiello (1740-1816), and 
Domenico Cimarosa (1749-1801). The purpose of this study is to clarify the position of 
the recitativo accompagnato in "Idomeneo" and its dramatic effect. 
 In Chapter 1, author analyzes Mozart's works by establishing two major axes for "the 
relationship between the Accompagnato and other elements" and "the nature of the 
Accompagnato itself." For "the relationship between the Accompagnato and other 
elements (secco and music)," author prepared a detailed list of items including the 
connections among various elements, and compared "Idomeneo" with his six other 
works. The results showed that Accompagnato, which has connections with other 
elements, appears in "Idomeneo," and that the music depicts expressions that are closely 
related to the scenes and the characters. 
 In Chapter 2, author compare the frequency of use of the Accompagnato, its connection 
with other elements, and its effect on composers contemporary to Mozart or of an earlier 
era, based on the analysis method used in Chapter 1, to show that Mozart's composition 
in "Idomeneo" introduced a novel method among the works of the time.  
 From the above, it can be concluded that in using the Accompagnato in "Idomeneo," 


















 ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (1756-91)が活躍し
ていた 18 世紀後半において、アリア（重唱や合唱も含む）をレチタティーヴォが繋ぐ「番
号オペラ」が一般的なオペラの形態であった。18 世紀におけるオペラ形式についてドナル










 的な要素（アリア）が勝ちを占める（グラウト 1957 : 275-276）。 
 























った《ラ・フィンタ・センプリチェ La Finta Semplice》K51 K646a (1768)、《ポントの王ミト
リダーテ Mitridate, Rè di Ponto》K87 K674a (1770)、《アルバのアスカーニョ Ascanio di Alba 》
K111 (1771)、《シピオーネの夢 Il Sogno di Scipione》K126 (1771)、《ルーチョ・シッラ Lucio 
Silla》K135 (1772)、《偽りの女庭師 La Finta Giardiniera》K196 (1774)の６作品と比較する。







 モーツァルトはミュンヘンのプファルツ選帝侯カール・テオドールから 1781 年の謝肉
祭のためのオペラとして《イドメネオ》を作曲する依頼を受けた。1777 年から 79 年まで
に行った第２回パリ旅行では、パリでオペラを作曲することが叶わなかったモーツァルト
は《イドメネオ》の作曲に意欲的に取り掛かる。しかし上演にあたり、劇場や歌手の問題







 《イドメネオ》では 31 曲中 20 か所にアッコンパニャートが置かれており、これ以前の
イタリア・オペラ６作品と比較しても多い。従来の作品では、《ラ・フィンタ・センプリチ
ェ》26 曲中２か所、《ポントの王ミトリダーテ》25 曲中７か所、《アルバのアスカーニョ》






















































係 独 ① 楽 ① セ ① 通 歌 オ オ セ 動
・ 終 曲 前 ッ 続 奏 の ケ ケ ッ 機
あ 止 と ② コ く 低 合 が と コ
曲 り 線 連 途 か ② 音 い 旋 歌 と
方 ② 結 中 ら 分 的 の 律 が の
名 複 ③ の 離 手 的 同 混
縦 後 移 時 在
線 動
1
第1前 ② ① × 〇 〇 〇 〇 〇 ×
IL
2
第4前 × ① ① 〇 〇 〇 × 〇 ×
IDO,IL,EL
3
第4前 ② ① ① △ 〇 〇 〇 △ ×
EL
4
第6前 ① ① × 〇 〇 〇 × 〇 ×
IDO
5
第7前 ① ① ① △ 〇 × 〇 × ×
IDO,IDA
6
第10b前 ② ① × 〇 〇 〇 〇 × ×
IDA
7
第12a前 ① ① × 〇 〇 △ × △ 〇
IDO
8
第12b前 ① ① ① △ 〇 △ × △ ×
EL,IDO
9
第13前 ① ①＆② × △ 〇 　〇　 × △ 〇
EL
10
第18前 ② ② × △ 〇 〇 〇 × ×
IDO
11
第19前 ① ① × 〇 △ × × × ×
IL
12
第19後 ① ③ × △ 〇 〇 × × ×
IL
13





第21前 × ① × 〇 〇 × × 〇 ×
主要4人
15
第22前 ① ① ① △ 〇 〇 × × ×
AL
16
第23番 ② ① × 〇 〇 〇 〇 × ×
GS,IDO
17
第27番 ② × × 〇 〇 △ 〇 〇 ×
18
第29番 ① × × 〇 〇 〇 〇 × ×
19
第29a番 ② ① × 〇 〇 〇 〇 × ×
EL
20

































 表１、２で示した「アッコンパニャートの配置」に基づいて、《イドメネオ》と他の 6 つ











 A1) 主に登場人物が一人で、アリアの前に置かれたアッコンパニャート（単独） 




係 独 ① 楽 ① セ ① 通 歌 オ オ セ 動
・ 終 曲 前 ッ 続 奏 の ケ ケ ッ 機
あ 止 と ② コ く 低 合 が と コ
曲 り 線 連 途 か ② 音 い 旋 歌 と
方 ② 結 中 ら 分 的 の 律 が の
名 複 ③ の 離 手 的 同 混
縦 後 移 時 在
線 動
ID ①10 ①１４ ①5 〇13 〇19 〇13 〇10 〇5 〇２
20箇所 ②8 ①＆②１ ×15 △7 △1 △3 ×10 △4 ×18
×2 ②１ ×4 ×11
③１
×3
FS ②２ ②１ ①１ ○１ ○２ ○１ ○１ ☓２ ☓２
２箇所 ☓１ ☓１ ☓１ ☓１ ☓１
MD ①6 ①7 ①３ 〇6 〇8 〇6 〇１ 〇１
8箇所 ×2 ③１ ②１ △2 △1 ×７ △５ ×8
×４ ×1 ×2
SP1箇所 ① × ① △ 〇 〇 〇 × ×
AC ①２ ①２ ①１ 〇３ 〇３ 〇３ ×3 〇２ ×3
3箇所 ②１ ×１ ×2 △１
LS ①７ ①１０ ①４ 〇6 〇10 〇8 〇１ ×10 ×10
１０箇所 ②３ ×６ △2 ×2 △１
×2 ×8
FG ①１ ①＆②１ ①１ 〇3 〇5 〇４ 〇１ ×5 〇１









A1 A2 A3 A4 B1 B2 B3 C1 C2 その他




MD 4 1 3
SP 1
AC 2 1




 A3) 楽曲の終わりに同じ登場人物が続けて歌うアッコンパニャート（後置） 





 B1) セッコの終わりに attacca と指示されてアッコンパニャートに入る、またはセッコ   
 から急にアッコンパニャートへと続く。セッコでは登場人物が複数人で対話をしており、 
 アッコンパニャートでは一人になる場合と、複数で対話をしていて、そのままアッコン 






楽は繋がっているが Scena が変わり、登場人物が追加される。（セッコ中間） 
 アッコンパニャートの配置について、さらに次の２つが認められる。 
 C1) 稀であるが、通常楽曲につく番号がアッコンパニャートについている（番号アッコ 
ンパニャート） 


















                                                        
1 第 1 幕第 6 番前アッコンパニャートは前の楽曲から続き、アッコンパニャートとセッコが交代しなが
ら進んでいくが、今回は C2 に分類した。 













  １つめの【通奏低音的】は各楽器（主に弦楽器群）が通奏低音のように、２分音 
 または全音符で歌の和声進行を助ける役割を果たし、その上に歌が載るというもの 
 で、セッコにおける低音楽器とチェンバロの役割をそのままオーケストラに担わせ  
 たと言えるものである。 
  《イドメネオ》ではすべてのアッコンパニャートにこの要素が存在するが、第 19 
 番前に置かれたイリアのアッコンパニャートのように、イダマンテへの思い切々と 
 語る場面（譜例１）、そして第 23 番祭司長の台詞のように、イダマンテに向かって 
 〈人民たちをこの状況から救うのはあなただけだ〉と淡々と説得する場面において 
 使用されている（第 19 番前は A1 に、そして第 23 番は A3&C1 に当てはまる）。 
 

















                                                        
2 本来掲載するスコアはフルスコアであるべきだが、紙面の制約上、今回は楽器編成を問題にしない場
合はヴォーカルスコアで示すこととする。 





 初期の作品からしばしば用いているが、イドメネオでは４分の３を占めており、特に  
多い。 
第４番前エレットラ一人のアッコンパニャートでは緊迫した弦の音楽で嫉妬と復 


























い。それは第１番前、第４番前、第７番前、第 10 番 b 前、第 18 番前、第 20a20b 番  
前、第 23 番、第 27 番、第 28 番、第 29a 番前の 10 箇所である。 
  第１番前にイリアが対立する国の王子イダマンテへの愛と、敵国であるが故の憎 
 しみの心情を初めて口にし、神に嘆いている台詞において、Andante agitata としてオ 























  他に、第４番前エレットラ一人、第 18 番前イドメネオ一人、第 29a 番エレットラ一 
  人のアッコンパニャートにおいても、数小節にわたって、登場人物の強い心情を表現 
  する際に用いられている。 
  【オーケストラと歌が同時】のアッコンパニャートが複数の登場人物の対話の中で用 
いられている例として、第 7 番前イドメネオとイダマンテ、第 10 番前イリアとイダ 
マンテ等が挙げられる。 
 顕著な例として第 27 番～Scena 10 について確認しよう。この場面にはイドメネオ、 
 イダマンテ、イリア、エレットラと数多くの人物が登場し、イダマンテが自分の身 
 を捧げる決意をし、苦悩の対話の末イドメネオがイダマンテを刺そうとするが、イ 
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譜例４：《イドメネオ》第３幕 Scena10 イリアの台詞 


























  このアッコンパニャートの用法は特に重要と思われるので、《イドメネオ》以前の曲 
 とも比較しておくことにする。《イドメネオ》以前の作品に対しては、４つの作品で効 
 果的に使用されている。 
  《シピオーネの夢》では、第１幕第 11a 番前に置かれたシピオーネとフォルトゥー 
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最後に《ルーチョ・シッラ》では、第 3 幕第 22 番ジューニアのアリア前に置かれ 
たアッコンパニャートの中にこの効果が活用されている。ひとりで牢獄に残されたジ 
ューニアが、許嫁のチェチーリオが死の運命にとらわれているため、自らも死へ急ご 















第 21 番前イドメネオ、イリア、イダマンテ、エレットラ４人、以上３箇所のアッコン 
パニャートに現れているが、感情が高ぶるという場面ではなく、【通奏低音的】の項目 
と似ており、淡々と一人で話をすすめたり、対話をする場面で使用されている。 
                                                        
3 このアッコンパニャートは管楽器も含まれるが、ここでは登場しないため省略して掲載する。 



















































今回比較対象としたのは、スカルラッティの《恋の勘違い、またはラ・ロザウラ Gli equivoci 
in amore, o vero La Rosaura》(1690)と、最後のオペラ作品である《グリゼルダ Griselda》(1721)、
モーツァルトよりも少し上の年代に当たるニコロ・ヨンメッリ Niccolò Jommelli (1714-1774)
の《見捨てられたアルミーダ Armida abbandonata 》(1770)、《クレリアの勝利 Il trionfo Clelia》
(1774)の２作品とニコロ・ヴィート・ピッチンニ Niccolò Vito Piccinni (1728-1800)の《良い
娘、またはラ・チェッキーナ La buona figliuoula,o vero La Cecchina》(1760)、モーツァルト
と同時代のジョヴァンニ・パイジェッロ Giovanni Paisiello (1740-1816)の《セビリアの理髪











 そして、これらを A1 から C2 の細かな用法をそれぞれの作品のアッコンパニャートに当 
 てはめると、《グリゼルダ》B1 セッコとの連結＝１曲、《ラ・チェッキーナ》A1 単独＝ 
 １曲、《見捨てられたアルミーダ》A1 単独＝３曲、A3 後置＝１曲、B1 セッコとの連結 
 ＝３曲、B3 セッコ中間＝２曲、《クレリアの勝利》A1 単独＝２曲、B1 セッコとの連結 
 ＝４曲、《セビリアの理髪師》B1 セッコとの連結＝２曲、《オリンピーアデ》A1 単独＝ 
 ２曲、A2 前置＝１曲、A4 中間＝１曲、B1 セッコとの連結＝４曲となる。そして稀では 
 あるが、次のセッコに続くアッコンパニャートが１曲存在する。整理をすると、A1 単独 
 や B1 セッコとの連結はどの作品にも存在するが、《見捨てられたアルミーダ》と《オリ   
 ンピーアデ》においては A2 前置、A3 後置、A4 中間といった、楽曲との繋がりを意識 
 するような項目も見られる。しかし《イドメネオ》に存在した、B2 セッコからの連続、 




                                                        
4 《ラ・ロザウラ》はアッコンパニャートを用いてない。しかし、アッコンパニャートに非常に似たレ
チタティーヴォとみなすことができるため、対象に入れた。 









































 く使用されていることが分かる。《オリンピーアデ》第１幕第 11 場においてメガークレ 
 の友情と自らの愛に葛藤し悩む場面では、16 分音符と 32 分音符の畳みかけるようなオ 
アッコンパニャートの配置 アッコンパニャートの在り方
関
係 独 ① 楽 ① セ ① 通 歌 オ オ セ 動
・ 終 曲 前 ッ 続 奏 の ケ ケ ッ 機
あ 止 と ② コ く 低 合 が と コ
曲 り 線 連 途 か ② 音 い 旋 歌 と
方 ② 結 中 ら 分 的 の 律 が の
名 複 ③ の 離 手 的 同 混
縦 後 移 時 在
線 動
②5 ①2 ×5 〇5 〇2 ×5 〇5 ×5 ×5
②1 ×3
③2
② ① ① 〇 × × × 〇 ×
② × ② × × × 〇 〇 ×
①1 ①7 ①5 ×9 〇9 〇7 ×9 〇1 ×9
②8 ③1 ②4 ×2 ×8
×1
①6 ①4 ①4 〇1 〇6 〇3 ×6 ×6 ×6
×2 ×2 △1 ×3
×4
①1 ①2 ①2 △1 〇1 〇1 〇2 ×2 ×2
②1 ×1 ×1 ×1
①6 ①6 ①4 △3 〇9 〇7 〇3 ×9 ×9
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